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2）バッテリ異常時のための、バックアップ／リカバリ操作について

バッテリ異常時のために、あらかじめ計器ブロックデータをフラッシュメモリへバックア

ップをしておき、バッテリ異常が発生したときに、バックアップしておいた計器ブロック

データを RAMにリカバリして運転したい場合、以下の方法によります。

基本手順：

5．ディ ップスイッ チ S W 2 を O N にしま す。

バック アップ

2．ディ ップスイッ チ S W 2 を O F F にした まま、通常 の運用を開 始しま
す。

3．電源 投入ごとに 、 H O T スター トまたは C O L D スター トで
通常の 運転を開始 します（ R A M 上の計 器ブロック データで運
転）。

6．電源 再投入をし ます。
フラッ シュメモリ から R A M へ、デ ータの復旧 をして運転 開

始をし ます。

バッテ リ異常か？

データ ベース異常 か？

交換実 施
する

（ n C H ビッ ト 0 4= O N）

異 常

そのま まにしたと き

いいえ

異常

正常

いいえ

バッテ リ交換をす る？

4． P C 本体の 電源を O F F にしま す。

8．バッ テリを交換 します。

7． P C 本体の 電源を O F F にしま す。

通常運 転

復旧（リカ バリ）

1．ツ ールソフト からのバッ クアップ操 作（［実行 ］－［バッ クアップ］）
によっ て、計器ブロッ クデータを R A M からフ ラッシュメ モリへ転送

してお きます。（ 注：運転 中に 実 行す ると 、運転 が停 止 しま す。）

1 0． P C 本体の 電源を投入 します。

9．ディ ップスイッ チ S W 2 を O F F にしま す。
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■バッテリの交換方法

ループコントロールユニットの以下のデータは、内蔵バッテリによってバックアップされ

ています。

・計器ブロックデータ

・異常履歴格納データ

ERC LEDが点滅を開始してから、無通電での積算時間が 120時間後に、バッテリが切れ、

バックアップしているループコントロールユニット内の上記データが消失しますので、ご

注意ください。

バッテリの接続を確認し、正常なら、バッテリを以下の手順で交換してください。

以下のバッテリ交換作業は、通電中でも行うことができます。

ただし、その場合は、必ず接地された金属に触るなどをして、人体の静電気を放電させて
から、以下の交換作業を行ってください。

1 ループコントロールユニット前面のバッテリ収納部のカバーを、下に引き下げます。

　　

BATTERY

CS
RUN
ERC

SD
RD

ERH

LC001

UNIT
No.

FEDCBA987654321
0

2 バッテリ収納部のカバーを、取りはずします。

　　

BATTERY

CS
RUN
ERC

SD
RD

ERH

LC001

UNIT
No.

FEDCBA987654321
0

3 バッテリをコネクタごと引き抜きます。

　　

CS
RUN
ERC

SD
RD

ERH

LC001

UNIT
No.

FEDCBA987654321
0

CS
RUN
ERC

SD
RD

ERH

LC001

UNIT
No.

FEDCBA987654321
0

お願い

お願い
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4 新しいバッテリと交換してください。交換は 5分以内に行ってください。
バッテリホルダから抜き取るときはに、ケーブルがホルダに引っかからないようにし
てから抜き取ってください。

5 手順 1～4の逆の作業で、新しいバッテリを取り付けてください。

6 バッテリ収納部のカバーを取り付けてください。

データベース異常（システム共通ブロックの ITEM094が FFFF）が発生した場合（割付リ

レーエリア nCHビット 04が ONのとき）、バッテリ交換後、ツールソフトを使用して、

メモリ（RAM）を初期化（オールクリア）、またはフラッシュメモリから RAMへのリカ

バリ（SW2を ONにして、ツールソフトからの操作、または電源再投入）をすることが必

要です。初期化またはリカバリを行わない場合、システム共通ブロック（形式 000）以外

のすべての計器ブロックに対して、ツールソフト、モニタソフト、または FINSコマンド

によってアクセス（読み書き）することはできません。

交換用バッテリ
名称：バッテリセット 形式：形 C200H-BAT09

バッテリ寿命と交換時期
バッテリ寿命：

バッテリの有効期間（最大寿命時間）は、ループコントロールユニットへの通電、無通電

の時間、およびディップスイッチ SW2＝ONによるバッテリレス運転の時間によらず、周

囲温度 25℃の条件で 5年です。周囲温度が高いと、寿命は短くなります。

交換時期：

ディップスイッチ SW2が OFFの場合、内蔵バッテリの未接続または電圧低下時に、ルー

プコントロールユニット前面の ERC LEDが点滅を開始します。前面の ERC LEDが点滅

（赤）してから、5 日以内に、ループコントロールユニットを交換してください。なお、

前面の ERC LEDが点滅（赤）すると、システム共通ブロック（形式０００）の ITEM095

が ONとなります。同時に、異常履歴コード 0330が、ループコントロールユニット内に

格納されます。

故障発生時、すみやかな修復作業を行うために、できるだけ予備のループコントロールユ

ニット、バッテリを用意してください。
お願い

お願い




